
参考資料（商品テスト）

（資料２－３）



○ 徳島県施設（※）を活用し、「苦情相談解決のためのテスト」、「消費者への注意喚起のためのテスト」
を試験的に実施。

（※）工業技術センター、中央テクノスクール、保健製薬環境センター、農林水産総合技術支援センター

①苦情相談解決のためのテスト

消費生活センター等が行う商品に関する苦情相談処理を支援するため、依頼に基づいて苦情の原因究明
を行うテスト

②消費者への注意喚起のためのテスト

消費生活センターから寄せられる苦情相談やその他の事故情報等を分析し、特定の商品や商品群として
問題が考えられ、消費者に広く注意喚起すべき事案について実施するテスト

案件 概要

携帯端末用のケーブル 携帯端末用の充電ケーブルが、やけどに至る温度になることがあるか調べてほしい。

運動靴 運動靴に皮膚障害の原因となり得る物質が含まれていないか調べてほしい。

電動アシスト自転車の
バッテリー及び充電器

電動アシスト自転車のバッテリーを充電器に接続したところコードが発火。原因を調べてほしい。

案件 概要

入浴用いす
介護用などに使われる入浴用いすの高さ調整機構が破損し、転倒する事故が発生している。
消費者から回収した使用中のいすの状態の調査及び市場に販売されているいすの材質の調査を実
施中。

試行の内容
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○ 事故を再現するために過酷な条件でテストを実施する設備や、消費者の使用実態の再現に必要な
機器・設備が必要。（難燃性テスト室、爆発試験室、恒温恒湿室、温暖・寒冷環境室、気密室等）

○過酷な条件でテストを実施する設備がなかった例
（発煙・発火を伴うテスト）

• 難燃性テスト室（※）に相当する設備が今回使用した施設
にはない。

• 天井の高い大部屋でテストを実施したが、排煙設備がなく、
火災警報器が設置されているため、発煙・発火を伴うテスト
を行う設備としては不適切。

（※）天井、壁面を難燃材で覆い、強力な排煙装置や煙のろ過装置を備えた設備。

排気設備がないため窓を
全開にし、保秘を保つため
に周囲を机等で覆ってテス
トを実施。

想定外に発煙が多く、本
来なら排煙設備が必要。

○使用実態を再現するための設備がなかった例

• 浴室を想定した環境でテストを行う必要があったが、給排水
が可能な広い恒温恒湿室が今回使用した施設にはない。

• 使用中の商品内部の腐食状態を調べる工業用内視鏡が今
回使用した施設にはない。

（中央テクノスクールで実施）

工業用内視鏡

（相模原施設で実施）

（相模原施設で実施）

設備等
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温暖・寒冷環境室（いろり座卓使用時の一酸化炭素中毒）

気密室（木製ベッドから揮発する化学物質）

難燃性テスト室（スプレー缶製品の事故）

爆発試験室（IHヒーターで加熱する湯たんぽ）

国民生活センターが保有する機器・設備の例①

○相模原施設には、過酷な条件（発火や爆発を伴うテスト、化学物質の室内濃度等）でテストを実施する設備あり。

湯たんぽが破裂

IHヒーター 湯たんぽ

参考

3



国民生活センターが保有する機器・設備の例②

○相模原施設には、消費者の使用実態の再現や事故原因の究明に必要な機器・設備あり。

参考
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マイクロフォーカスＸ線ＣＴ 試験用ロボット

自動車テスト室

自動車走行路

家庭内事故解析棟



工業技術センター 中央テクノスクール

特徴 ○ 県内の工業振興のため、事業者への技術指導や依頼
分析等を行っており、事業者等の出入りが日常的にある。

○ 機器・設備や会議室を、事業者等に開放している。

○ 求職者・在職者向けの職業訓練を行っている施設であ
り、学生、事業者等の出入りが日常的にある。

○ ろうきんホールを一般に開放している。

試行結果 ○ 外部利用者から見える場所でテスト検体を運搬すること
があった。

○ 部屋はドアを含めてガラス張りであり、廊下を通る外部
利用者から丸見えの状態であった。

○ ウェブ会議等打合せの音声が外部利用者が通る室外に
漏れた。

○ テスト実施場所（在職者訓練棟）はガラス窓が多く、外
部から丸見えの状態であったため、周囲を衝立で応急
的に覆い、テストを実施。

電気環境

システム科

理容科

・美容科

本館

機械技術科

金属

技術科

在職者

訓練棟
ろうきん

ホール

木工技術科

○ 相談者の個人情報保護や事業者の風評被害を避けるために保秘が必要。
（使用した施設は事業者も含む外部利用者が自由に出入りできる施設）

：学生等が使用

：テスト実施場所
：一般、事業者等が外部利用

３階平面図（一部抜粋）

テスト実施場所
•ガラス窓が多く、外を歩く人か
ら丸見えの状態。

•テスト中の話し声が周囲に聞
かれる可能性があった。

国民生活センター執務室

※他の部屋も事業者等が利用する可能性
がある。

保秘

5



○ 商品テストには機器・部屋等の高い清浄度が必要。
（使用した設備では十分な信頼性を確保できず、微量分析の実施に支障）

○ 商品テスト依頼に応じて、機器・設備を機動的に使用できる必要あり。
（使用した設備は、使用する１週間程度前に要請する必要あり）

○ 消費者の使用実態を再現するために、機器・設備の加工が自由にできる必要あり。
（使用した設備は、目的に合わせて自由に加工や改修できず）

○無機元素の分析を行ったところ、使用したガラス器具や測定器、部屋等に由来すると考えられる妨害物質の影響で、
信頼できるデータが得られなかった。

⇒工業技術センターで通常行われているよりも高い清浄度が求められ、汚染に対する相応の維持・管理が必要とな
り、コストや労力もかかる。

○事前に使用の連絡をしていた機器が一部故障しており、測定できなかった。

⇒自前の機器でないため、機器の状態やその変化の把握が困難で、予防的なメンテナンスの実施も不可能。予約制
のため代替機の利用も難しい。

○機器・設備の使用について、試行中は、使用予定日の１週間程度前に要請する必要があった。

⇒国民生活センターの商品テストは、進捗とともにテスト項目を変更することが多く、緊急的に機器・設備を使用する
必要が生じることも。機器・設備の使用予定を事前に提示するシステムにはなじまない。

○国民生活センターでは、事故原因の特定のため、様々な視点から使用実態に合わせたテストを行っている。

⇒消費者の使用実態を再現するために、機器・設備を加工することがある。

機器・設備の借用
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